
新宇宙ビジネス検討のためのフレームワーク２

地球近傍

⽉近傍

深宇宙

遷移

地球近傍で必要なものは、⽉近傍・深宇宙、
さらに遷移でも必要になる
また、環境(”コンテクスト”)の違いがあるも
のは、地球近傍のそのままではNGとなるの
で新規参⼊が可能なビジネスになる
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既存の
⼤⼿
宇宙機器
産業

既存の
宇宙機器を
⼩型化
低コスト化
⾼頻度化

既存利⽤
ユーザー

新規利⽤
ユーザー

これまでに
研究のみで
ビジネスに
なかった
宇宙機器

新規利⽤
ユーザー

新宇宙ビジネス検討のためのフレームワーク3

アクセルスペース
Synspective

アストロスケール
ispace

これまでに
研究でも
ビジネスも
なかった
宇宙機器

新規利⽤
ユーザー

ALE

衛星データ利用
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将来を考えると
• 航空宇宙学会「宇宙ビジョン2050」6章「宇宙ビジネスのロードマ

ップ」2040年における⽉⾯⼈数
– United Launch Alliances ”Cis-lunar 1000”では⽉⾯および⽉

周回軌道に1000⼈
– ispaceの”Moon Valley 2040”構想、商業⽉利⽤研究会、フロン

ティアビジネス研究会等では⽉⾯に1000⼈
– 内閣府委託「⽉の開発利⽤に係る技術動向調査」（有⼈宇宙シ

ステム）では年間延べ100⼈
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宇宙空間に⼈が滞在すると、⼈が⽣活する上で必要となる
ものはすべて必要となる。しかし20年先のため、多くの企
業が参⼊できていない。将来のブルーオーシャンは確実に
あるので、早くスタートすることが必要。



宇宙から観測されるあらゆるものが
データ化されて活⽤されはじめた

オービタルインサイト
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なぜいい衛星データ利⽤ビジネスが
なかなか⽣まれてこないのか︖
優れた衛星データ利⽤事例といわれてい
るもの27件をピックアップして分析

• 衛星画像から⾒えることと、解決する課題が遠いため、
簡単に結びつかない

• 可視化をして、結び付けることを⽀援

ニーズ シーズ

とおい

石油タンク
屋根の影の
面積

石油貯
蔵量

石油価格
の予測

投資家

石油タン
クの屋
根の高
さ

石油貯
蔵量の
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衛星データ利⽤の促進 衛星データ利⽤を促進するための⼿法

なぜ衛星データを利⽤した
課題解決/新ビジネスは難しいのか︖

Needs Seeds
とおい

石油タンク
屋根の影の
面積

石油貯
蔵量

石油価格投資家

情報の因果関係を活⽤・
可視化により創出
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2018.6.13 慶應大学 2018.12.4 山口大学

Ø衛星から⾒えることと、解決する課題が遠いため、簡単に結びつかない
Ø可視化をして、結び付けることを⽀援する⼿法を活⽤したワークショッ

プを通じて、衛星データを利⽤した課題解決・新ビジネス創出を推進 21
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